
 

 

 
魂のいちばんおいしいところ 
 

北陸初「もう一つの家ややさん」オープン記念 

生と死の文化・看取りの文化を豊かにするコンサート 

２０２２年９月２４日（土） 

13:30～15:30（13:00 開場） 

称名寺（小松市西町 96） 

共催：特定非営利活動法人 ホームホスピスこまつ 

特定非営利活動法人 いのちにやさしいまちづくりぽぽぽねっと 

お問合わせ 

☎0761-48-4988 
✉hospice-komatsu@sorabuta.com 

Ｄｉｖａ ピアノ  谷川 賢作 
ヴォーカル makoring 
ベース 大坪 寛彦 

詩人 覚 和歌子 

＜ビデオ出演＞ 
詩人 谷川 俊太郎 

チケット    ※小学生以下は無料となります 

 【前売券】   

 【当日券】   
先着 
50名 

※感染症対策のもと開催致します 
 

※お車でお越しの方は周辺駐車場をご利用ください 

お申込み 

こちらの QRコードよりお申込み下さい。 

入金が確認できましたらメールにて受付

完了のご連絡をさせて頂きます。 



 

おうちのお風呂に入れない。でも、デイサービスは・・・という方 

「もう一つの家ややさん」のお風呂をご利用してみませんか？ 

おうちのお風呂と変わらずゆったりして頂けますよ。 

 

＊ややさんのスタッフが入浴のお手伝いをします。 

＊ご希望の方にはお車での送迎もできます。 

ややさんのお風呂はこんな感じです。 

福祉用具も使って安全にお入り頂けます。 

寝たまま入れるシャワートロリーが 

ありますので、状況に応じてこちらも 

ご利用頂けます。 

お問い合わせ先 

「もう一つの家ややさん」事務局 

☎ 0761-48-4988        hospice-komatsu@sorabuta.com 
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ホームホスピスこまつ発 

オンライン  №１ 
 

訪問看護発イノベーションは続く！ 
暮らしの保健室＆東京マギーセンター 

＆ホームホスピス＆おまかせうんチッチ 
 
 
 

2022 年 8 月 8 日(月) 

19 時～21 時 
 

 

「暮らしの保健室」も「東京マギーセンター」も「ホームホスピス」も「おまかせうんチッチ」も

地域から生えてきたと言われる活動です。コロナさんに影響されつつも、さまざまな工夫で

歩み続けています。 

暮らしの中にあるその活動の生みの親である秋山正子さんと市原美穂さんを

お迎えして、榊原がナビゲーターをつとめさせていただき、「イノベーション」を

テーマに地域の耕し方、構想を実現してきた道のりについて語り合います。 

暮らしの保健室、東京マギーセンター、ホームホスピス、おまかせうんチッチに

関心をお持ちの方、どなたでも大歓迎です。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

Zoom を利用したオンライン形式 

【ZOOM 入室情報】 

■トピック       ホームホスピスこまつ発オンライン「いのちの学校」No.１ 

■時  間       2022 年 8 月 8 日 07:00 PM 

■Zoom ミーティングに参加する 
https://us02web.zoom.us/j/83870801735... 

■ミーティング ID 838 7080 1735 

■パスコード     839305 
 

後日録画したものをオンデマンド配信します 



いのちの学校　連続セミナーセミナー　

　　「ホームホスピスの空間づくり」づくり」」
―穏やかに最期まで暮らす場のあり方―やかに最期まで暮らす場のあり方―最期まで暮らす場のあり方―まで暮らす場のあり方―暮らす場のあり方―らす場のあり方―場のあり方―のあり」方―

開催日時：2023年2月26日（日）　10：00〜12：00　

開催場のあり方―所：ハイブリッド＜とんとんひろばとんとんひろば＊＞＋＜とんとんひろばZoomオンライン＞
　　　　　＊小松市小馬出町35-1　TEL 0761-48-4988（問合先：やや問合先：ややややLabo)

参加申込：右ののQRコードより」お申込みください。申込みください。
　　　　　（問合先：やや参加費無料。NPOの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）活動にご寄付・ご支援をお願いします。）にご寄付・ご支援をお願いします。）寄付・ご支援をお願いします。）ご寄付・ご支援をお願いします。）支援をお願いします。）をお願いします。）願いします。）いします。）

　　“ややさん”は、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期もう一つの家プロジェクト」の第１期一つの家プロジェクト」の第１期つの家プロジェクト」の第１期家プロジェクト」の第１期プロジェクト」の第１期」の第１期の家プロジェクト」の第１期第１期
生であり、北陸初の「ホームホスピス」です。であり、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期北陸初の「ホームホスピス」です。の家プロジェクト」の第１期「もう一つの家プロジェクト」の第１期ホームホスピス」の第１期です。
　こう一つの家プロジェクト」の第１期した住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあ住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあみ慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあ慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあれた住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあ街で生ききるための新たな場づくり、空間のあで生であり、北陸初の「ホームホスピス」です。ききるた住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあめの家プロジェクト」の第１期新たな場づくり、空間のあた住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあな場づくり、空間のあ場づくり、空間のあづくり、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期空間のあの家プロジェクト」の第１期あ
り方、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期環境について、介護・看護・医療や建築の分野を超えて、語りについて、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期介護・看護・医療や建築の分野を超えて、語りや建築の分野を超えて、語りの家プロジェクト」の第１期分野を超えて、語りを超えて、語り超えて、語りえて、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期語りり
あってみ慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあた住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあいと思います。どうぞ、ご参加ください。思います。どうぞ、ご参加ください。います。どう一つの家プロジェクト」の第１期ぞ、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期ご参加ください。参加ください。ください。

　病気や障がいをもっても、人生の最期まで自分らしや障がいをもっても、人生の最期まで自分らしがいを超えて、語りもっても、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期人生であり、北陸初の「ホームホスピス」です。の家プロジェクト」の第１期最期まで自分らし
く暮らしたい、それを心から支えたいと願う家族の思らした住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあい、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期それを超えて、語り心から支えたいと願う家族の思から支えたいと願う家族の思えた住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあいと思います。どうぞ、ご参加ください。願う家族の思う一つの家プロジェクト」の第１期家プロジェクト」の第１期族の思の家プロジェクト」の第１期思います。どうぞ、ご参加ください。
いに応える場が、“もう一つの家　ややさん”として、える場づくり、空間のあが、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期“もう一つの家プロジェクト」の第１期一つの家プロジェクト」の第１期つの家プロジェクト」の第１期家プロジェクト」の第１期　ややさん”と思います。どうぞ、ご参加ください。して、日本財団「もう一つの家プロジェクト」の第１期
小松市に誕生しました。　に誕生であり、北陸初の「ホームホスピス」です。しました住み慣れた街で生ききるための新たな場づくり、空間のあ。　

【パネリスト】
●人びとの生活を支える住まいの力びとの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）生活を支える住まいの力住まいの力まいの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）力 山口 健太郎（問合先：やや近畿大学建築学部教授）
●ホームホスピスを実現するポイントする住まいの力ポイント 黒岩 雄二（問合先：やや全国ホームホスピス協会事務局長）ホームホスピス協会事務局長）
●ホームホスピスの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）設計を通じてを通じてじて 常橋 明浩（問合先：やや空環境計を通じて画代表・ご支援をお願いします。）一級建築士）
●入居者と家族の声からつくる真のと家族の声からつくる真のの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）声からつくる真のからつくる住まいの力真のの活動にご寄付・ご支援をお願いします。）
　拠り所となる場づくり人づくりり所となる場づくり人づくり所となる場づくり人づくりとなる住まいの力場づくり人づくりづくり所となる場づくり人づくり人びとの生活を支える住まいの力づくり所となる場づくり人づくり 榊原 千秋（問合先：ややNPO法人びとの生活を支える住まいの力ホームホスピスこまつ理事長）

　　　主催：ややNPO法人ホームホスピスこまつホームホスピスこまつ
　　　後援をお願いします。）：やや全国ホームホスピス協会・石川県建築士会小松能美支部ホームホスピス協会・石川県建築士会小松能美支部



NPO法人ホームホスピスこまつ ホスピスパートナー養成講座 

春日キスヨ先生から学ぶ人生 100年時代の老い仕度の知恵 

「身じまいの文化」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 ： 2023年 2月 23日（木・祝） 

13:00～16:00 （13:00～15:00 講義 ／ 15:00～16:00座談会） 
 

開催場所 ： ハイブリッド＜とんとんひろば＊＞＋＜Zoomオンライン＞ 
＊小松市小馬出町 35-1 

 
参加申込 ： 会場参加 下記のお問い合わせ先よりお申込み下さい。 

先着２０名 
 

オンライン参加 右のQRコードよりお申込み下さい。 
 

参 加 費 ： 無料 ※NPOの活動にご寄付・ご支援をお願いします 

 

けがや病気、検査や手術、60代・70代にとって急な入院は誰にでも起きうる

身近な心配事です。退院する時には自宅で介護が必要になっている可能性も

あります。その時になって自分や家族が慌てないために元気なうちから上手

に備えておきたいですね。入院から退院、その先の生活まで、いつ何に困りが

ちで、どんな心得が必要なのか。「あるある困った」への対処法から、介護の備

えの「基本のき」まで、これからの新しい常識、入院も介護もなりゆき任せにし

ないための「身じまい」について学び、語り合いましょう。 

春日 キスヨ 

１９４３年熊本県生まれ。九州大学教育学部卒業、同大学大学院教育学

研究科博士課程中途退学。京都精華大学教授、安田女子大学教授など

を経て、２０１２年まで松山大学人文学部社会学科教授。専攻は社会学

（家族社会学、福祉社会学）。父子家庭、不登校、ひきこもり、障害者・高

齢者介護の問題などについて、一貫して現場の支援者たちと協働する

かたちで研究を続けてきた。著書に『介護とジェンダー―男が看とる女

が看とる』（家族社、１９９８年度山川菊栄賞受賞）『百まで生きる覚悟 

超長寿時代の「身じまい」の作法』（ 光文社新書）など多数 

講師：春日キスヨ先生 

＜お問い合わせ先＞ 

NPO法人 ホームホスピスこまつ事務局 

小松市小馬出町 18番地 88Labo内 

Email：hospice-komatsu@sorabuta.com 

TEL:0761-48-4988  FAX:48-4977 



 

 

－小松がんと共に自分らしく生きる会－ 

まんま～る 

 

がんの治療によって外見の変化があっても自分らしく過ごせることを大切にしたいと「アピ

アランスケアを語る会」を３月から重ねて参りました。その中で今後も身近なところで相談

したり語り会いができ、自分らしくいれたらいいねという事で、「－小松がんと共に自分ら

しく生きる会－ まんま～る」を立ち上げました。ご関心がある方はどなたでも参加いただ

けますので、お気軽にいらしてください。 

 

 

6 月 26 日（日）13 時～16 時 

場所：とんとんひろば  

内容：自分でできるハンドマッサージ 

参加費 無料 ＊お菓子と温かい飲み物付      

 

 

 

【お問い合わせ.お申込み先】 

 

TEL  0761-48-4988 
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